
物  質  名 ポリ塩化ターフェニル ＤＢ－60 

別  名 

ポリクロロターフェニル、PCT 
商品名：アロクロール 5442、アロ

クロール 5460 等の 54 シリーズ、

カネクロール C 

CAS 番号 
61788-33-8 
（商品に固有の CAS 番号あり） 

PRTR 番号 － 
化審法番号 － 
分子式 C18H14-nCln 
分子量 － 
沸点 
融点 

構 造 式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蒸気圧 
－（PCB に類似した性質を持つ 1)）

換算係数 － 
分 配 係 数（log Pow） 5.01 2) 水溶性 不溶 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 TD50 19,200 mg/kg（アロクロール 5460）3)  
 ラット 経口 TD50 10,600 mg/kg（アロクロール 5442）3)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1％の濃度（0、500 mg/kg/day 相当）で餌に添加して 3 週間投与した結果、1％群

で体重増加の有意な抑制、著明に肥大した肝臓で小胞体の増殖、大きな同心性膜配列の形成、

脂肪変性、ミクロソームの蛋白、リン脂質の増加、RNA、コレステロールの減少等に有意差

を認めた 4) 。この結果から、LOAEL は 1％（500 mg/kg/day）であった。 
・ラットに o-、m-、p-の各異性体を 0、0.2％の濃度（0、100 mg/kg/day 相当）で餌に添加して 2

週間投与した結果、o-及び m-体で体重増加の有意な抑制を認めたが、摂餌量の有意な減少を

認めたのは m-体のみであった。また、各異性体で血漿中コレステロールの増加、o-及び m-
体で腎臓及び副腎重量の増加、o-体で肝臓重量の増加などに有意差を認め、o-及び m-体の毒

性は p-体よりも強く現れたが、同様にして実施した PCB 投与群と比べると、これらの影響は

軽かった 5) 。 
・アカゲザルに本物質を 0、0.5％の濃度（0、200 mg/kg/day 相当）、PCB を 0.03％の濃度（12 

mg/kg/day 相当）で餌に添加して 3 ヶ月間投与した結果、PCB で 1 ヶ月以内、本物質で 6 週間

以内にすべてのサルで頭部、頸部、背部の脱毛、顔面のむくみ、眼瞼及び口唇の腫れ、眼の

膿性分泌物がみられ、3 ヵ月後には体重増加の抑制、滑面小胞体の増殖による肝肥大、胃粘

膜の肥厚及び過形成を認めた 6) 。 
・マウスに PCB を不純物として 5％含む本物質を 0、0.025、0.05％の濃度（0、33、65 mg/kg/day）

で 16 週間投与した結果、0.025％以上の群で用量に依存した体重増加の抑制及び肝臓重量の

増加を認めた。また、0.025％以上の群の肝臓で肝細胞の肥大、結節性過形成、0.05％群で肝

細胞がんの発生率に有意な増加を認めた 7) 。この結果から、LOAEL は 0.025％（33 mg/kg/day）
であった。 

 

o-体

m-体 
 x + y + z = n = 1～14 
 理論上、8,149 通り存在する 1) 。 

p-体



生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、0.01、0.05、0.25％の濃度で餌に添加して妊娠 0 日目から投与し、妊娠 18 日目に

屠殺した結果、母マウスでは 0.01％以上の群で肝臓重量、0.25％群で副腎重量の有意な増加

を認め、胎仔では 0.05％以上の群で低体重、口蓋裂の発生率に有意な増加を認めた。しかし、

別系統のマウスに 0、0.05、0.25％の濃度で同様に混餌投与した結果、0.05％以上の群の母マ

ウスで肝臓重量の有意な増加を認めたが、着床数や胎仔死亡数、胎仔体重、奇形の発生率に

影響はなかった 8) 。 
・ラットに 0、0.05、0.25％の濃度で餌に添加して妊娠 0 日目から投与し、妊娠 20 日目に屠殺

した結果、0.05％以上の群の胎仔で死亡数、全身水腫の発生率に有意な増加を認め、2.5％群

で胎仔体重は有意に低かったが、口蓋裂の発生は各群で 1 例もなかった 8) 。 
・マウスに 0、0.005、0.01％の濃度で餌に添加して妊娠 0 日目から投与し、妊娠 18 日目に屠殺

した結果、口蓋裂を含む奇形の発生率は各々1.5、8.5、30％であった。また、出産させて生後

21 日目まで哺育させた結果、0.01％群で仔の生存率及び成長率は有意に低く、生存した仔で

は多動様の行動がみられた 9) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

情報は得られなかった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 33 mg/kg/day（体重増

加の抑制、肝臓重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除し、さらに LOAEL で

あることから 10 で除した 0.33 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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